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現
代
中
国
の
農
村
社
会
の
変
遷
に
お
け
る
郷
村
医
の
形
成

Ｉ
は
だ
し
の
医
者
の
形
成
と
「
再
生
」
Ｉ

〔
要
旨
〕
中
国
の
衛
生
の
近
代
化
に
お
い
て
、
村
医
の
再
養
成
訓
練
が
重
点
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
村
医
は

文
化
大
革
命
（
文
革
）
の
時
期
に
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
し
て
存
在
し
た
。
農
民
で
あ
る
彼
ら
は
、
正
規
の
医
師
と
は

異
な
っ
た
医
業
を
行
っ
た
。
彼
ら
の
医
業
形
態
は
当
時
の
革
命
精
神
を
反
映
し
、
正
規
の
医
学
教
育
を
受
け
ず
と
も
地

元
地
域
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
担
っ
た
。

文
革
が
終
わ
り
、
改
革
開
放
が
定
着
す
る
と
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
は
政
治
的
に
否
定
さ
れ
た
。
一
方
で
、
適
正
医

療
を
提
供
出
来
る
村
医
が
不
足
す
る
状
況
を
前
に
、
彼
ら
の
再
訓
練
が
支
持
さ
れ
て
い
っ
た
。

本
論
文
で
は
、
今
後
の
中
国
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ヶ
ァ
の
方
向
性
を
探
る
た
め
に
、
そ
の
起
源
と
も
な
る
「
は
だ

し
の
医
者
」
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
中
国
農
村
、
農
村
衛
生
、
近
代
化
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ヶ
ァ
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で
は
何
故
、
今
、
郷
村
医
の
起
源
の
研
究
な
の
か
。
歴
史
研
究
の
今
日
的
意
味
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。
二
○
○
三
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
の
大
流
行
や
近
年
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
等
の
感
染
者
の
急
速
な
増
加
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
現
在
、
中
国
の
衛
生
シ
ス
テ
ム
は
緊
急
か
つ
深

刻
な
課
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
都
市
部
に
対
し
て
農
村
部
は
、
医
者
や
薬
等
の
衛
生
資
源
は
圧
倒
的

に
不
足
し
、
加
え
て
、
こ
こ
数
年
は
農
民
が
都
市
へ
農
民
工
と
し
て
大
量
に
移
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
農
村
社
会
の
流
動
化
は
、
防
疫
体
制
の
広
域
化
等
、
既
存
の
衛
生
シ
ス
テ
ム
で
は
対
応
出
来
な
い
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
も
、
九
億
の
中
国
農
民
の
衛
生
問
題
に
つ
い
て
は
一
刻
の
猶
予
も
与
え
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う

し
た
中
国
農
村
部
の
衛
生
事
情
に
お
い
て
、
既
に
存
在
す
る
農
村
の
末
端
レ
ベ
ル
の
郷
村
医
を
い
か
に
有
効
活
用
し
て
ゆ
く
の
か
、
こ

れ
は
九
億
の
農
民
人
口
の
健
康
保
障
を
決
め
る
重
大
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
生
産
を
軸
に
衛
生
活
動
を
行
う
「
半
農
半
医
」
と
は
、
医
学
学
校
に
お
け
る
正
規
の
医
学
教
育
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
一
定
期

（
？
二

間
に
お
け
る
在
野
で
の
技
術
訓
練
に
よ
り
衛
生
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、
郷
村
医
と
し
て
医
療
に
従
事
し
て
い
た
人
々
で
あ
る
。
こ
う

者
」
と
な
っ
て
い
つ
，

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
来
、
中
国
農
村
に
お
け
る
医
療
は
、
農
民
で
あ
り
な
が
ら
郷
村
医
と
し
て
衛
生
活
動
を
行

（
１
）

う
「
半
農
半
医
」
の
医
者
達
（
以
下
、
「
半
農
半
医
」
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
特
に
、
一
九
六
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
○
年
代

前
半
に
か
け
て
の
時
期
、
そ
の
特
異
な
医
療
従
事
者
は
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
し
て
世
界
的
注
目
を
集
め
た
。
そ
し
て
現
在
、
中
国
の

農
村
で
は
衛
生
シ
ス
テ
ム
改
革
の
一
環
と
し
て
、
農
村
の
基
層
で
活
動
す
る
郷
村
医
の
再
養
成
が
重
点
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
本

論
文
は
、
現
在
の
郷
村
医
の
起
源
と
も
言
え
る
「
半
農
半
医
」
が
い
か
な
る
時
代
背
景
の
も
と
誕
生
し
、
な
ぜ
そ
れ
が
「
は
だ
し
の
医

者
」
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
の
検
討
を
通
じ
て
、
中
国
の
農
村
に
お
け
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
誕
生
の
起
源
を
明
ら
か
に
し
よ
う

は
じ
め
に
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他
方
で
、
改
革
開
放
政
策
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
一
九
八
一
年
に
は
、
中
国
の
農
村
衛
生
シ
ス
テ
ム
改
革
の
一
環
に
お
い
て
、
中
国

政
府
と
し
て
、
郷
村
医
の
在
職
訓
練
教
育
に
取
り
組
ん
だ
よ
う
に
、
政
治
路
線
の
変
更
後
も
「
は
だ
し
の
医
者
」
た
ち
は
依
然
と
し
て

農
村
医
療
の
主
体
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
一
九
八
五
年
に
は
、
名
称
使
用
禁
止
と
い
う
か
た
ち
で
公
式
に
否
定
さ
れ
て

〈
二
Ｊ
）

ゆ
く
「
は
だ
し
の
医
者
」
で
あ
る
が
、
そ
の
当
時
の
再
養
成
訓
練
を
経
て
、
目
指
す
べ
き
郷
村
医
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
八
年
以
降
の
改
革
開
放
時
期
、
中
国
全
体
と
し
て
は
経
済
成
長
を
果
た
し
な
が
ら
も
、
都
市
と
農
村
の
間
の
経
済
格
差
は
拡

（
６
）

大
す
る
一
方
で
あ
る
。
農
村
に
お
い
て
医
療
資
源
は
圧
倒
的
に
不
足
し
て
お
り
、
特
に
、
全
国
約
一
三
億
人
中
、
約
九
億
の
人
口
を
抱

言
ｊ
）

え
る
農
村
人
口
に
つ
い
て
は
農
村
独
自
に
限
ら
れ
た
資
源
を
活
用
し
、
少
な
い
郷
村
医
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
九
四
九
年
の
建

国
以
来
の
農
村
医
療
の
抱
え
る
課
題
は
、
五
○
年
以
上
経
っ
た
今
も
依
然
と
し
て
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
農
村
医
療
の
抱
え

る
課
題
を
前
に
、
建
国
以
来
、
自
力
更
生
に
よ
っ
て
一
定
の
衛
生
水
準
を
確
保
し
、
村
に
お
い
て
は
住
民
ベ
ー
ス
に
よ
る
適
正
医
療
の

十
分
な
供
給
を
図
る
べ
く
養
成
さ
れ
た
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
取
り
組
み
は
、
現
代
の
中
国
に
お
い
て
再
度
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な

し
た
初
級
レ
ベ
ル
の
衛
生
技
術
者
で
あ
る
「
半
農
半
医
」
の
多
く
は
、
出
身
地
域
か
ら
選
ば
れ
た
農
民
で
あ
り
、
地
域
に
立
脚
し
、
農

民
の
生
活
や
農
業
労
働
に
精
通
し
た
包
括
的
な
保
健
衛
生
活
動
を
実
践
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
○
年
代
後
半
、
「
は
だ
し
の
医
者
」

と
し
て
世
界
的
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
い
う
農
民
達
が
、
疾
病
治
療
や
予
防
の
み
な

ら
ず
、
母
子
保
健
指
導
、
精
神
衛
生
指
導
、
環
境
衛
生
指
導
な
ど
で
活
躍
す
る
と
い
っ
た
中
国
独
自
の
農
村
医
療
の
実
践
の
か
た
ち
は
、

（
＃
）

実
際
、
当
時
の
西
側
世
界
に
お
い
て
も
非
西
欧
型
社
会
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
さ
ら
に
、

一
九
七
○
年
代
に
入
る
と
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
視
察
団
を
派
遣
す
る
な
ど
、
西
側
の
衛
生
関
係
者
か
ら
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
理
想
と
し

〈
１
〉

て
賞
賛
を
受
け
る
ま
で
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
○
年
代
に
入
り
、
改
革
開
放
政
策
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
「
は
だ
し
の

医
者
」
は
一
転
し
て
文
化
大
革
命
的
な
存
在
と
し
て
政
治
的
に
否
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
い
う
言
葉
自
体
が
過

去
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
、
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っ
た
。
こ
の
た
め
、
か
つ
て
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
し
て
養
成
さ
れ
た
一
度
は
政
治
的
に
否
定
さ
れ
た
郷
村
医
た
ち
の
再
養
成
訓
練
が

再
度
強
調
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
「
半
農
半
医
」
か
ら
「
は
だ
し
の
医
者
」
形
成
の
時
期
を
、
中
国
農
村
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ヶ
ァ
原

型
が
出
来
た
時
期
と
す
る
歴
史
観
が
誕
生
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
四
つ
の
衛
生
方
針

建
国
当
初
の
中
央
政
府
の
衛
生
方
針
は
、
現
在
、
「
四
大
方
針
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

一
九
四
九
年
一
○
月
の
建
国
後
間
も
な
い
時
期
、
中
央
政
府
は
衛
生
の
近
代
化
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
一
九
五
二
年
一
二
月
に
開
催

さ
れ
た
一
連
の
会
議
で
は
新
中
国
の
衛
生
工
作
の
方
針
と
し
て
、
①
面
向
工
農
兵
、
②
予
防
為
主
、
③
団
結
中
西
医
、
④
衛
生
工
作
群

（
５
）

集
運
動
相
結
合
と
い
う
四
つ
の
方
針
を
立
て
た
。
こ
れ
ら
の
四
つ
の
衛
生
方
針
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
革
命
根
拠
地
や
占
領
地
に
お
い
て

主
と
し
て
人
民
解
放
軍
が
担
っ
て
き
た
衛
生
活
動
の
ス
タ
イ
ル
が
強
い
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
新
中
国
の
衛
生
部
の
成
立
時
、
衛

生
方
針
を
立
て
る
に
あ
た
り
、
そ
う
し
た
革
命
軍
事
委
員
会
に
よ
る
衛
生
活
動
の
経
験
を
生
か
す
中
か
ら
、
新
国
家
と
し
て
の
衛
生
工

作
を
考
案
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
九
年
九
月
、
そ
れ
ま
で
衛
生
を
主
と
し
て
指
導
し
て
き
た
革
命
軍
事
委
員
会
の
衛
生
部
門
は
衛
生
行
政
会
議
を
開
催
し
、
今

後
の
軍
事
部
門
及
び
地
方
の
衛
生
工
作
の
方
針
を
策
定
し
、
同
時
に
、
新
国
家
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
衛
生
組
織
を
作
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
衛
生
部
の
誕
生
で
あ
る
。
そ
の
際
、
一
九
五
○
年
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
、
建
国
後
初
の
衛
生
に
関
す
る
本
格
的
会
議
と
な

る
第
一
回
全
国
衛
生
会
議
に
つ
い
て
事
前
の
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の
会
議
の
席
上
、
新
中
国
の
衛
生
方
針
に
つ
い
て
初
め
て
”
予
防
を

中
心
と
す
る
こ
と
“
、
”
衛
生
工
作
の
重
点
を
生
産
保
障
と
国
防
に
置
き
“
、
”
農
村
と
工
業
地
帯
に
向
け
、
大
衆
に
依
拠
す
る
こ
と
“
と

一
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
時
の
衛
生
政
策

四
つ
の
衛
生
方
針
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集
運
動
相
結
合
“
を
加

誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
た
三
点
の
衛
生
方
針
の
青
写
真
が
提
案
さ
れ
た
。
同
時
に
提
案
さ
れ
た
「
中
央
人
民
政
府
衛
生
部
工
作
方
針
と
任
務
の
草
案
（
中
央

人
民
政
府
衛
生
部
工
作
方
針
与
任
務
草
案
ご
で
は
、
経
済
建
設
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
衛
生
部
に
と
っ
て
の
最
高
任
務
と
さ
れ
た
。
こ
の

た
め
、
今
後
は
労
働
者
の
健
康
を
保
障
す
る
こ
と
が
衛
生
部
門
に
と
っ
て
第
一
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
防
疫
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
当
時
の
、
社
会
的
に
も
関
心
が
高
か
っ
た
伝
染
病
や
地
方
病
の
予
防
、
「
社
会
病
（
性
病
ご
や
職
業
病
の
予
防
が
、
衛

生
部
と
し
て
当
面
取
り
組
む
べ
き
緊
急
の
任
務
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
建
国
当
初
の
衛
生
工
作
と
し
て
は
、
都
市
部
で
は
工
業
・

交
通
運
輸
業
を
中
心
と
し
た
疾
病
予
防
、
農
村
部
で
は
伝
染
病
・
地
方
病
の
予
防
を
中
心
と
し
た
衛
生
事
業
を
行
う
も
の
と
さ
れ
、
母

子
保
健
に
つ
い
て
は
都
市
部
・
農
村
部
共
に
予
防
を
中
心
的
活
動
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

’
九
五
○
年
の
全
国
第
一
回
衛
生
会
議
は
衛
生
部
と
軍
事
委
員
会
衛
生
部
の
連
合
で
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
毛
沢
東
は
会
議
に

対
し
て
「
中
医
“
西
洋
医
の
新
旧
の
衛
生
従
事
者
が
団
結
し
、
統
一
し
た
戦
略
を
定
め
、
大
衆
の
衛
生
の
た
め
に
貢
献
す
る
」
と
い
っ

た
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
会
議
で
は
、
最
初
に
三
つ
の
衛
生
工
作
方
針
で
あ
る
”
面
向
工
農
兵
“
、
”
予
防
為
主
‐
、
”
団
結
中
西
医
“
が

決
定
さ
れ
た
。
三
年
後
の
一
九
五
二
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
全
国
衛
生
会
議
（
開
催
期
間
一
九
五
二
年
十
二
月
八
日
～
十
三

日
）
で
は
、
先
の
第
二
回
全
国
衛
生
行
政
会
議
〈
開
催
期
間
一
九
五
二
年
十
二
月
－
１
四
日
）
で
決
め
ら
れ
た
三
つ
の
衛
生
方
針
が
再

確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
（
「
関
干
三
年
来
的
衛
生
工
作
総
活
与
今
後
工
作
任
務
」
）
、
さ
ら
に
そ
の
時
期
ま
で
全
国
で
展
開
さ
れ
て
き
た
愛

国
衛
生
運
動
に
至
る
、
様
々
な
大
衆
運
動
に
よ
る
衛
生
活
動
に
対
す
る
経
験
と
評
価
を
紹
介
し
、
新
た
な
衛
生
方
針
と
し
て
”
衛
生
工
作
群

集
運
動
相
結
合
“
を
加
え
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
、
冒
頭
に
示
し
た
新
中
国
の
衛
生
方
針
で
あ
る
四
つ
の
衛
生
工
作
方
針
が

（
９
）

次
に
、
四
つ
の
衛
生
工
作
方
針
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

①
”
面
向
工
農
兵
（
衛
生
工
作
は
群
集
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
衛
生
事
業
の
対
象
は
、
社
会
主
義
国
家
の
主
体
で
あ
る
工
農
兵
、

す
な
わ
ち
、
労
働
者
・
農
民
・
兵
士
に
対
す
る
衛
生
工
作
と
す
る
こ
と
）
“
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こ
れ
は
、
建
国
当
初
、
労
働
者
（
知
識
分
子
を
含
む
）
、
農
民
、
解
放
軍
は
総
人
口
の
九
十
五
％
を
占
め
、
中
国
の
基
本
的
な
生
産
力

人
口
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
者
・
薬
不
足
か
ら
彼
ら
の
衛
生
状
態
に
は
劣
悪
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
、
当
時
の
時
代
背
景

が
色
濃
く
影
響
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
人
口
の
大
部
分
を
占
め
る
工
晨
兵
に
対
す
る
衛
生
を
整
備
す
る
こ
と
が
緊
急
課
題
と
し
て
重

要
視
さ
れ
た
。
以
後
、
こ
の
方
針
は
、
例
え
ば
、
六
十
年
代
に
お
け
る
、
毛
沢
東
に
よ
る
農
村
医
療
の
強
化
に
関
す
る
指
示
や
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
戦
略
畠
ｇ
冒
す
周
筐
］
ｇ
ｇ
）
を
受
け
た
七
十
年
代
末
に
お
け
る
中
国
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
計
画

策
定
等
に
お
い
て
も
、
再
三
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

②
”
予
防
為
主
（
資
源
不
足
の
た
め
、
治
療
よ
り
も
予
防
を
主
と
す
る
）
“

中
国
医
学
に
お
け
る
養
生
と
疾
病
予
防
の
対
処
に
関
す
る
考
え
方
は
、
新
中
国
の
衛
生
行
政
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
実
際
、
建
国

前
の
時
期
、
革
命
根
拠
地
で
は
、
当
時
の
厳
し
い
資
源
制
約
の
下
、
予
防
を
主
と
す
る
中
国
医
学
の
考
え
方
は
現
場
の
衛
生
工
作
活
動

の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
地
域
の
生
活
条
件
に
適
合
し
た
疾
病
予
防
を
行
う
こ
と
で
、
発
病
者
を
抑
え
、
部
隊
の
戦

闘
力
を
高
め
、
さ
ら
に
は
革
命
根
拠
地
の
人
々
の
健
康
を
保
護
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
等
、
数
多
く
の
経
験
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
根

拠
地
の
こ
う
し
た
経
験
は
新
中
国
に
も
受
け
継
が
れ
、
一
九
五
○
年
に
は
四
大
衛
生
方
針
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
予
防
を
主
と

す
る
こ
の
方
針
で
は
、
衛
生
と
は
単
純
に
治
療
行
為
と
い
う
医
者
主
体
の
観
点
の
み
に
依
拠
す
べ
き
で
は
な
く
、
大
衆
の
た
め
の
衛
生

サ
ー
ビ
ス
を
前
提
に
、
大
衆
が
自
発
的
に
疾
病
と
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

③
”
団
結
中
西
医
（
中
国
医
学
と
い
う
伝
統
医
療
と
西
洋
医
学
を
併
用
し
た
衛
生
を
行
う
）
“

こ
れ
は
、
中
国
が
医
療
の
近
代
化
の
過
程
で
中
国
医
学
と
い
う
伝
統
医
療
を
排
除
せ
ず
取
り
入
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
十
九
世

紀
以
降
、
西
洋
医
学
が
中
国
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
中
国
医
学
・
西
洋
医
学
の
二
つ
の
医
学
系
統
の
間
に
正
当
性
を
め

ぐ
っ
て
対
立
状
況
が
存
在
し
、
二
十
世
紀
に
入
る
と
徐
々
に
中
国
医
学
は
公
的
な
場
で
排
斥
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
し
か
し
、
中

華
人
民
共
和
国
で
は
、
建
国
直
後
の
時
期
、
当
時
、
国
民
の
劣
悪
な
衛
生
状
態
に
加
え
て
、
直
面
し
て
い
た
疾
病
予
防
に
関
す
る
膨
大
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な
課
題
を
前
に
、
仮
に
西
洋
医
の
み
に
依
拠
し
て
予
防
を
行
う
限
り
、
全
国
規
模
で
の
衛
生
シ
ス
テ
ム
の
整
備
自
体
が
、
全
く
目
途
が

た
た
な
い
こ
と
は
衛
生
界
全
体
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
当
時
、
中
国
医
学
を
行
う
中
医
の
約
八
割
が
農
村
で
活
動
し
て
お

り
、
特
に
建
国
後
の
三
年
間
、
三
○
万
余
の
中
医
は
予
防
接
種
活
動
を
通
じ
て
大
衆
の
伝
染
病
予
防
に
貢
献
す
る
な
ど
、
大
規
模
な
中

（
皿
）

医
の
存
在
自
体
が
膨
大
な
農
民
人
口
に
対
す
る
疾
病
予
防
に
役
立
っ
て
い
た
と
い
う
現
実
も
あ
っ
た
。
加
え
て
当
時
、
中
国
医
学
は
特

に
大
衆
に
よ
っ
て
習
慣
的
に
も
受
け
入
れ
や
す
く
、
ま
た
文
化
的
に
も
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
実
践
に
お
い
て
大
衆
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
一
九
五
○
年
の
第
一
回
全
国
衛
生
会
議
で
は
、
中
国
医
学
と
西
洋
医
学
を
併
用

す
る
医
療
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
、
両
者
に
お
い
て
は
中
医
学
を
改
善
の
導
き
手
と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

④
”
衛
生
工
作
群
集
運
動
相
結
合
（
衛
生
工
作
は
大
衆
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
大
衆
の
も
の
で
あ
り
、
大
衆
運
動
を
通
じ
て
共
同
で

実
施
す
る
こ
と
で
、
衛
生
工
作
上
の
問
題
を
解
決
し
て
ゆ
く
も
の
と
す
る
）
“

（
Ⅱ
）

こ
れ
は
、
政
府
と
し
て
愛
国
衛
生
運
動
の
よ
う
な
大
衆
運
動
の
手
法
を
使
っ
て
、
衛
生
活
動
を
広
く
社
会
の
末
端
ま
で
浸
透
き
せ
よ

う
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
の
も
と
、
衛
生
活
動
は
衛
生
従
事
者
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
衛
生
知
識
の
普
及
に

よ
り
大
衆
自
ら
が
実
践
し
て
ゆ
く
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
実
際
、
害
虫
駆
除
、
健
康
教
育
、
疾
病
予
防
を
中
心
と
す
る

愛
国
衛
生
運
動
を
通
し
て
、
衛
生
活
動
と
大
衆
を
相
結
合
さ
せ
た
手
法
を
取
り
な
が
ら
、
農
村
へ
の
衛
生
普
及
運
動
と
し
て
全
国
的
に

展
開
さ
れ
て
行
っ
た

と
と
な
っ
た
。

（
２
）
衛
生
シ
ス
テ
ム
の
構
築

一
九
五
○
年
代
、
こ
う
し
た
政
府
衛
生
方
針
に
即
し
て
、
新
た
に
中
国
独
自
の
衛
生
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
。
実
際
、
当

（
ｕ
）

時
の
厳
格
な
戸
籍
制
度
の
下
、
中
国
で
は
都
市
と
農
村
、
そ
れ
ぞ
れ
で
全
く
異
な
っ
た
二
つ
の
衛
生
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
ゆ
く
こ

当
時
、
中
国
の
都
市
人
口
が
九
千
二
百
万
人
ほ
ど
で
あ
る
の
に
対
し
、
農
村
の
人
口
は
六
億
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
圧
倒
的
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な
数
の
農
村
人
口
の
多
さ
を
前
に
、
社
会
主
義
建
設
の
一
環
と
し
て
中
国
で
一
九
五
○
年
代
に
導
入
さ
れ
た
ソ
連
型
の
医
療
近
代
化
モ

デ
ル
は
、
都
市
部
の
衛
生
シ
ス
テ
ム
に
の
み
限
っ
て
整
備
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
型
モ
デ
ル
は
工
業

部
門
で
の
労
働
衛
生
を
中
心
に
導
入
さ
れ
、
そ
こ
で
は
生
産
に
関
連
す
る
疾
病
予
防
が
主
領
域
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
近
代
化
の
一

環
と
し
て
、
一
九
五
一
年
に
は
「
中
華
人
民
共
和
国
労
働
保
険
条
例
」
、
一
九
五
二
年
に
は
「
関
干
全
国
各
級
人
民
政
府
、
党
派
、
団
体

及
所
属
事
業
単
位
的
国
家
工
作
人
員
実
行
公
費
医
療
予
防
的
指
示
（
全
国
各
レ
ベ
ル
に
お
け
る
人
民
政
府
、
共
産
党
、
団
体
及
び
所
属

事
業
単
位
の
国
家
工
作
員
が
公
費
予
防
医
療
を
実
施
す
る
こ
と
に
関
す
る
指
示
ご
と
し
て
、
一
九
五
○
年
代
初
頭
か
ら
都
市
部
で
は

「
職
工
公
費
医
療
制
度
（
労
働
保
険
医
療
制
度
と
公
費
医
療
制
度
を
含
む
と
が
整
備
さ
れ
、
そ
の
後
も
都
市
部
の
工
業
部
門
、
政
府
機

（
旧
〉

関
、
企
業
、
学
校
で
就
業
す
る
者
に
つ
い
て
は
手
厚
い
保
障
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
方
、
農
村
部
の
衛
生
に
つ
い
て
は
、
膨
大
な
農
村
人
口
と
資
源
不
足
を
背
景
に
都
市
と
は
全
く
異
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ

た
。
そ
こ
で
は
、
農
村
に
あ
る
既
存
の
資
源
を
最
大
限
に
利
用
し
て
衛
生
状
態
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
中
国
独
自
の
自
力
更
生
型
の

（
Ⅲ
）

衛
生
シ
ス
テ
ム
が
模
索
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
農
村
特
有
の
衛
生
シ
ス
テ
ム
は
以
下
の
三
つ
の
特
徴
で
知
ら
れ
て
い
る
。

①
三
級
医
療
予
防
保
健
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
三
級
医
療
予
防
保
健
網
》
県
・
郷
鎮
・
村
の
三
つ
の
行
政
レ
ベ
ル
間
に
お
け
る
衛
生
活
動

の
連
携
と
協
力
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

一
九
五
○
年
の
「
全
国
基
層
衛
生
組
織
の
健
全
な
発
展
に
関
す
る
決
定
（
関
干
健
全
与
発
展
全
国
基
層
衛
生
組
織
的
決
定
こ
、
さ
ら

に
は
一
九
五
一
年
の
「
医
療
機
構
の
組
織
化
と
連
携
の
実
施
に
関
す
る
方
法
（
関
子
組
織
連
合
医
療
機
構
実
施
弁
法
）
」
の
制
定
に
よ
り
、

（
旧
）

農
村
の
基
層
衛
生
組
織
の
構
築
と
衛
生
従
事
者
の
配
置
は
県
レ
ベ
ル
か
ら
整
備
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
実
際
、
そ
の
後
一
○
年
余

（
肺
｝

に
わ
た
る
整
備
を
経
て
、
一
九
六
○
年
代
中
頃
に
は
県
レ
ベ
ル
の
医
療
機
構
を
上
部
、
公
社
衛
生
院
を
中
層
と
し
、
大
隊
衛
生
所
・
公

社
衛
生
室
を
基
底
と
す
る
三
級
医
療
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
全
国
レ
ベ
ル
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

②
合
作
医
療
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一
九
五
○
年
代
に
お
け
る
農
業
合
作
化
か
ら
人
民
公
社
へ
と
到
る
中
国
農
村
の
集
団
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
農
民
と
村
か
ら
の
拠
出
金

に
基
く
互
助
共
済
的
性
質
の
集
団
的
医
療
保
障
制
度
を
可
能
に
し
て
い
っ
た
。
実
際
、
農
村
の
基
層
衛
生
組
織
が
発
展
す
る
各
地
事
例

を
見
て
み
る
と
、
合
作
医
療
の
整
備
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
う
ち
、
河
南
省
、
山
西
省
で
は
一
九
五
五
年
に
は
早
く
も

集
団
性
の
医
療
保
健
制
度
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
そ
の
後
、
合
作
医
療
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
制
度
は
近
隣
地
域
へ
伝
播
し
て
い
っ
た

（
Ｆ
）

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
方
レ
ベ
ル
の
合
作
医
療
の
経
験
は
、
一
九
六
○
年
の
「
関
子
農
村
衛
生
工
作
現
場
会
議
的
報
告
」

（
脱
）

と
、
一
九
六
八
年
十
二
月
の
「
人
民
日
報
」
に
お
け
る
合
作
医
療
を
称
賛
す
る
報
道
と
い
っ
た
２
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
経
て
、
一
九
六
八

年
に
毛
沢
東
が
合
作
医
療
の
成
功
例
を
視
察
し
合
作
医
療
の
奨
励
を
す
る
こ
と
で
、
合
作
医
療
は
一
九
七
○
年
代
に
入
る
と
一
挙
に
全

国
的
に
普
及
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
最
後
が
本
研
究
の
テ
ー
マ
と
す
る
③
郷
村
医
の
養
成
で
あ
る
。
特
に
、
一
九
五
○
・
六
○
年
代
当
時
、
郷
村
医
は
農
村
に

お
け
る
衛
生
活
動
の
実
践
を
通
し
て
、
合
作
医
療
と
三
級
医
療
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
媒
体
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
ゆ
く
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

《
１
）
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
形
成
過
程

上
述
の
よ
う
な
中
国
の
農
村
衛
生
シ
ス
テ
ム
の
整
備
方
針
を
受
け
て
、
実
際
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
は
農
村
部
で
ど
の
よ
う
に
形
成
さ

れ
て
い
っ
た
の
か
。
表
１
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
五
○
年
代
以
降
、
人
口
千
人
当
た
り
に
割
り
当
て
ら
れ
る
医
者
は
常
に
農
村
部

（
Ⅱ
）

で
は
一
人
に
満
た
ず
、
医
者
が
圧
倒
的
に
不
足
す
る
状
況
は
、
著
し
い
改
善
を
得
ず
に
七
○
年
代
ま
で
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
農
村
部
の
医
者
の
不
足
に
つ
い
て
、
当
時
の
資
源
状
況
に
鑑
み
る
と
、
自
力
更
生
型
の
衛
生
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と

二
、
農
村
社
会
の
変
遷
と
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
誕
生
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表1人口1,000人あたりの衛生専門技術者数（都市・農村比較）

578

衛生技術者総数＊

平均数｜都市｜農村
医生（医者）数｡．’看護師・看護士数
平均数｜都市｜農村｜平均数｜都市｜農村

年

1949

1957

1965

1975

1978

0.93

1.61

2.11

2.24

2.57

７
０
７
２
３

８
６
３
９
７

１
３
５
６
７

0.73

1.22

1.46

1.41

1.63

0.67

0.84

1.05

0.95

1.08

０
０
２
６
９

７
３
２
６
９

■
■
◆
岨
■

０
１
２
２
２

0.66

0‘76

0.82

0.65

0.73

0.06

0.20

0.32

0.41

0.42

0.25

0.94

1.45

1.74

1.74

0.02

0.05

0.10

0.18

0.19

（杜楽助他「中国衛生国情」pl35より抜粋・一部加筆修正）

､ここで表される衛生専門技術者は､専門職としての衛生技術者(医療･防疫･母子保健･看

護助産薬剤･検査等､其の他衛生技術を専門とする)を指し､農業を兼業する衛生従事者

は含まない。

旗皐医生(医者)は医師若しくは医士を指す。

は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
実
際
、
一
九
五
○
年
代
か
ら
即
戦
力
と
し
て
衛
生
問
題
に
つ

い
て
対
処
可
能
な
要
員
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
衛
生
界
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
お

り
、
農
村
の
現
場
で
は
そ
れ
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
土
壌
こ
そ
が
、
文
化
大
革
命
時
期
に
「
は
だ
し
の
医
者
」
が
誕
生
す
る

社
会
的
背
景
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

既
に
中
国
の
場
合
、
当
時
の
厳
格
な
戸
籍
制
度
に
よ
り
、
農
村
出
身
の
医
療
従
事

者
は
中
等
教
育
機
関
を
卒
業
し
な
い
限
り
、
農
民
と
し
て
の
社
会
的
身
分
付
け
が
な

さ
れ
、
農
業
生
産
労
働
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
基
本
的
に
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の

関
わ
り
に
お
い
て
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
は
農
民
の
身
分
で
あ
る
以
上
、
彼
ら
は
農

業
生
産
に
従
事
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
農
業
以
外
の
職
業
に
専
念
す
る
こ
と

は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
農
村
部
の
医
療
従
事
者
は
、
農
業
に

従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
医
業
を
行
う
と
い
っ
た
労
働
形
態
以
外
の
選
択
肢
を
持
ち
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
基
層
レ
ベ
ル
の
医
療
従
事
者
は
幾
つ
か
の
呼
称
を

経
な
が
ら
も
、
一
九
五
○
年
代
以
降
、
村
の
「
医
者
」
と
し
て
一
貫
し
て
活
動
し
続

け
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
起
源
は
、
農
業
合
作
化
運
動

が
始
ま
っ
た
五
○
年
代
中
期
に
誕
生
し
、
農
業
生
産
労
働
を
行
い
な
が
ら
衛
生
活
動

を
し
て
い
た
「
保
健
員
」
に
遡
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
九
六
○
年
代
に
入
る
と
、

彼
ら
は
「
半
農
半
医
の
衛
生
員
」
と
い
っ
た
呼
称
を
経
て
、
一
九
六
八
年
に
「
は
だ

（
鋤
）

し
の
医
者
（
赤
脚
医
生
ご
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
は
だ
し
の
医
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農村社会の変遷 ｢はだしの医者」の形成

’
土地改革期

(1949～1952)

土地改革

農業合作化農業合作化期

(1955～1958)

村保健證姑の保健員(1955)

半農半医の衛生員の出現(1958)人民公社期

(1958～1982)

大躍進(1958)

半農半医の衛生員の養成停止(1960)

半農半医の衛生員の養成再開(19M)

文化大革命(1966～1976)

半農半医の衛生員の養成停止(1966)

｢はだしの医者｣の出現と教育機関の停止(1968)

教育の正常化と衛生員の養成再開(1978)改革開放(1978～）

生産請負制

(1982～）

｢はだしの医者｣の名称使用禁止(1985～）人民公社崩壊

’
者
」
の
言
葉
の
由
縁
は
、
彼
ら
が
農
民
と
同
じ
よ
う
に
は

だ
し
で
生
産
労
働
の
現
場
で
あ
る
田
畑
や
農
家
で
疾
病
予

（
訓
）

防
活
動
を
行
い
つ
つ
、
農
業
生
産
労
働
に
参
加
し
た
あ
り

（
”
き

さ
ま
に
由
来
し
て
い
る
。

表
２
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
華
人
民
共
和
国
の
農
村

の
歴
史
的
時
期
は
一
般
に
土
地
改
革
期
二
九
四
九
～
一

九
五
一
二
・
農
業
合
作
化
期
（
一
九
五
五
～
一
九
五

八
）
・
人
民
公
社
期
（
一
九
五
八
～
一
九
八
二
）
・
生
産

請
負
期
（
一
九
八
二
～
）
と
区
分
さ
れ
る
が
、
中
華
人
民

共
和
国
体
制
下
で
は
、
生
産
所
有
形
態
の
変
遷
そ
の
も
の

が
、
農
村
社
会
の
変
遷
を
表
す
。
こ
の
意
味
で
「
は
だ
し

の
医
者
」
は
人
民
公
社
後
期
、
す
な
わ
ち
、
文
化
大
革
命

の
時
期
の
郷
村
医
を
指
す
概
念
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
五
○
年
代
中
期
の
農
業
合

作
化
期
に
誕
生
し
た
保
健
員
は
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
原

型
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
初
歩
的
な
衛
生
技
術
に
よ
っ
て
簡

単
な
疾
病
予
防
や
衛
生
知
識
の
普
及
を
行
っ
て
い
た
。
一

九
五
八
年
に
な
る
と
、
保
健
員
は
中
国
の
教
育
シ
ス
テ
ム

改
革
で
あ
る
「
二
種
の
教
育
制
度
」
構
想
今
半
工
半
読
」
）
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さ
ら
に
同
年
六
月
、
毛
沢
東
が
「
六
・
二
六
指
示
」
（
医
療
衛
生
工
作
の
重
点
を
農
村
に
向
け
る
「
把
医
療
衛
生
工
作
的
重
点
放
到
農

村
去
」
一
九
六
五
年
六
月
二
十
六
且
を
出
し
、
国
家
指
導
者
自
ら
が
農
村
の
衛
生
工
作
の
充
実
と
強
化
の
必
要
性
を
強
調
し
た
こ
と

一
別
）

に
な
っ
た
。
「
六
・
二
六
指
示
」
で
は
、
医
療
従
事
者
は
従
来
の
医
学
教
育
方
式
の
よ
う
に
学
校
で
学
習
す
る
の
で
は
な
く
、
村
で
の
実

践
を
通
じ
て
学
習
し
、
技
能
の
向
上
を
図
る
べ
き
だ
と
さ
れ
、
ま
た
、
医
者
の
養
成
に
つ
い
て
も
、
農
村
の
実
情
に
あ
っ
た
養
成
を
進

め
る
べ
き
だ
と
さ
れ
た
。
「
六
・
二
六
指
示
」
の
発
表
後
、
衛
生
部
は
特
に
農
村
に
お
け
る
衛
生
工
作
を
最
重
要
課
題
と
し
、
抜
本
的
な

対
策
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
六
六
年
の
文
化
大
革
命
の
開
始
と
と
も
に
学
校
教
育
は
否
定
さ
れ
、
教
育
制
度
枠
が

機
能
不
全
と
な
っ
た
結
果
、
一
九
六
○
年
代
の
農
村
の
衛
生
を
支
え
て
い
た
「
半
農
半
医
」
教
育
も
そ
の
間
停
止
し
た
。

一
九
六
八
年
九
月
、
「
人
民
日
報
」
は
、
上
海
川
沙
県
江
鎮
公
社
に
お
け
る
「
は
だ
し
の
医
者
」
養
成
の
調
査
報
告
に
関
す
る
論
説
を

掲
載
し
た
。
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
誕
生
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
上
海
の
一
公
社
の
実
践
か
ら
誕
生
し
た
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
い
う

の
影
響
を
受
け
、
「
半
農
半
医
」
と
し
て
そ
の
性
質
を
変
え
て
ゆ
く
。
一
九
五
八
年
、
新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
想
と
し
て
、
教
育
界

に
お
け
る
全
日
制
の
学
校
教
育
と
「
半
工
雷
辱
半
読
」
の
教
育
の
併
用
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
衛
生
部
門
に
お
け
る
教
育

制
度
も
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
農
民
が
農
作
業
を
行
い
な
が
ら
衛
生
学
校
で
勉
強
を
す
る
と
い
っ
た
基
本
方
針
の
も
と
、

中
国
各
地
で
「
半
農
半
医
の
衛
生
班
（
衛
生
研
修
班
匡
が
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
「
半
農
半
医
」
に
な
る
た
め
に
、
農
民
が
農
作
業
の

か
た
わ
ら
衛
生
を
学
習
す
る
研
修
班
と
い
っ
た
か
た
ち
で
、
「
半
農
半
医
」
の
養
成
が
行
わ
れ
、
「
半
農
半
医
」
が
農
村
医
療
現
場
に
大

（
羽
）

量
に
送
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
六
五
年
四
月
に
は
、
衛
生
部
の
医
学
教
育
部
門
は
地
方
政
府
の
衛
生
部
門
で
あ
る
衛
生
局
と

全
国
四
十
一
箇
所
の
高
等
医
薬
学
校
に
対
し
て
、
「
農
業
を
行
う
衛
生
員
、
助
産
婦
の
訓
練
の
強
化
と
継
続
に
関
す
る
意
見
（
関
干
継
続

加
強
農
村
不
脱
産
生
産
的
衛
生
員
、
接
生
員
訓
練
工
作
的
意
見
）
」
の
通
達
を
出
し
、
農
村
の
衛
生
員
及
び
助
産
婦
の
選
定
、
配
属
、
訓

練
方
式
、
技
能
訓
練
等
に
関
す
る
当
面
の
方
針
を
提
示
し
、
こ
の
通
達
は
、
後
の
「
は
だ
し
の
医
者
」
形
成
に
つ
い
て
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
る
。
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表31950年～1970年代における医学教育課程と衛生技術者の職称・職級

教育課程

高等医学教育

中等職業医学教育

初等医学教育

職称。

医師

医士

衛生員､接生員､等

職級．

高級

中級

初級

(出典:「中国衛生国情｣p331,「中国医学通史｣p85より一部抜粋･加筆修正）
･その他の衛生技術職の職称･職級についても､表3同様､中国語表記を用いた場合､“師”

で表される高級職(例えば､薬師､技師､等)、“士"で表される中級職(例えば､薬士､護士、

等)、“員"で表される初級職(例えば､薬剤員､護理員､等)の3レベルに分類される

言
葉
は
、
「
六
・
二
六
指
示
」
で
毛
沢
東
が
強
く
求
め
た
農
村
医
療
の
革
命
事
例
と
し
て
、
全
国
的

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
特
徴
と
し
て
四
つ
の
項
目
が
紹
介

さ
れ
た
。
第
一
の
特
徴
と
し
て
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
は
、
上
海
郊
区
の
貧
農
出
身
の
「
半
農
半

医
」
の
衛
生
員
に
対
す
る
愛
称
で
あ
る
。
第
二
は
、
「
貧
農
が
必
要
と
す
る
新
し
い
医
療
人
」
で
あ

り
、
通
常
半
分
ほ
ど
農
業
労
働
に
参
加
し
、
村
か
ら
の
補
填
は
少
な
く
、
貧
農
自
ら
が
養
成
可
能
な

医
者
で
あ
る
。
報
酬
は
農
村
の
一
般
労
働
と
同
等
で
あ
り
、
農
村
の
衛
生
状
況
を
改
善
す
る
先
鋒
兵

と
し
て
、
貧
農
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
三
の
特
徴
と
し
て
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
養
成

方
式
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
上
海
の
事
例
に
お
け
る
二
つ
の
方
法
と
し
て
、
公
社
衛
生

院
に
お
け
る
集
中
訓
練
、
若
し
く
は
実
践
に
お
け
る
養
成
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
第
四
の
特
徴

と
し
て
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
成
長
は
医
学
教
育
革
命
全
体
の
方
向
を
指
す
も
の
と
さ
れ
た
。
そ

こ
で
は
、
医
学
教
育
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
政
治
活
動
の
た
め
の
必
須
項
目
と
さ
れ
、
今
後

の
医
学
院
の
学
生
募
集
の
対
象
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
学
生
で
な
く
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
衛
生

員
で
あ
る
べ
き
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
九
六
八
年
の
出
来
事
を
き
っ
か
け
に
「
半
農
半
医
」

は
「
は
だ
し
の
医
者
」
〈
赤
脚
医
生
）
と
呼
称
を
変
え
、
中
国
の
農
村
医
療
の
中
核
を
担
う
大
き
な

政
治
的
意
味
付
け
を
帯
び
て
い
っ
た
。

（
２
）
在
職
医
学
教
育
と
郷
村
医
の
養
成
訓
練

次
に
、
医
療
シ
ス
テ
ム
の
側
か
ら
文
化
大
革
命
の
時
期
二
九
六
六
～
一
九
七
○
年
）
「
は
だ
し

の
医
者
」
が
促
成
で
養
成
さ
れ
た
事
情
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
一
九
五
○
年
、
新
中
国
の
医

（
鰯
）

学
教
育
は
、
高
等
・
中
等
・
初
等
医
学
教
育
の
三
段
階
で
行
わ
れ
る
方
針
が
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
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区
分
に
基
づ
く
修
業
内
容
に
応
じ
て
、
例
え
ば
表
３
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
五
○
年
代
に
は
卒
業
後
は
医
者
の
職
務
も
そ
れ
ぞ
れ

等
級
化
さ
れ
た
。
高
等
医
学
教
育
で
は
、
学
生
は
全
国
か
ら
統
一
的
に
募
集
さ
れ
、
卒
業
後
は
「
医
師
」
と
い
う
職
称
を
与
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
配
属
先
は
国
が
決
定
し
た
高
等
衛
生
機
関
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
次
に
中
等
医
学
教
育
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
専
ら
出
身
地

で
活
動
す
る
医
療
従
事
者
の
養
成
を
目
指
し
、
中
等
衛
生
専
門
学
校
で
行
わ
れ
た
。
学
生
は
現
地
で
募
集
す
る
も
の
と
さ
れ
、
卒
業
後

は
「
医
士
」
と
い
う
職
称
を
得
て
主
に
出
身
地
の
基
層
レ
ベ
ル
の
衛
生
機
関
に
配
属
先
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
最
後
の
初
等
医
学

教
育
は
、
農
村
に
お
い
て
郷
村
医
の
役
割
が
期
待
さ
れ
た
「
衛
生
員
」
、
「
接
生
員
」
に
対
す
る
、
ま
た
都
市
に
お
い
て
は
「
初
級
衛
生

（
跡
）

員
」
、
「
看
護
員
」
、
「
技
術
員
」
に
対
す
る
短
期
間
の
養
成
訓
錬
を
実
施
す
る
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
一
九
五
一
年
、
こ
こ
か
ら
新

中
国
の
医
学
教
育
シ
ス
テ
ム
は
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
で
一
九
五
○
年
代
は
、
そ
の
当
時
の
深
刻
な
医
者
と
薬
不
足
を
背
景
に
、
膨
大
な
人
口
の
医
療
需
要
に
対
し
て
大
量
の
即
戦
力

を
養
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
五
○
年
代
当
時
の
中
国
の
医
療
シ
ス
テ
ム
に
は
ソ
連
式
モ
デ
ル
を
導
入
し
た
が
、
ソ
連
式

（
幻
）

モ
デ
ル
は
中
等
医
学
教
育
に
つ
い
て
は
職
業
技
術
教
育
と
し
て
の
訓
練
を
中
心
に
設
計
さ
れ
、
理
論
学
習
よ
り
も
技
術
習
得
に
重
き
が

（
郷
）

（
火
ご

置
か
れ
、
そ
こ
で
は
「
医
士
」
の
短
期
養
成
が
目
指
さ
れ
た
。
当
時
は
高
等
医
学
教
育
を
受
け
た
医
師
の
数
が
圧
倒
的
に
少
な
く
、
医

師
の
配
属
先
も
都
市
や
沿
岸
地
域
を
中
心
に
偏
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
偏
在
と
不
足
分
を
中
等
レ
ベ
ル
の
「
医
士
」
で
対
応
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
特
に
農
村
部
で
は
「
医
師
」
の
来
て
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
都
市
住
民
は
医
療
保
障
に
与
れ
た
の
に
対
し
て
、
農
民
に

対
し
て
は
医
療
保
障
が
都
市
市
民
ほ
ど
に
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
事
実
を
挙
げ
て
み
る
な
ら
、
中
国
の
新
教
育
シ
ス
テ
ム
誕
生
後
十

五
年
が
経
っ
た
一
九
六
四
年
当
時
で
も
、
衛
生
資
源
は
都
市
に
偏
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
衛
生
技
術
者
の
配
置
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
高
級
・
中
級
レ
ベ
ル
以
上
の
衛
生
技
術
者
の
半
分
以
上
が
、
人
口
比
に
し
て
二
○
％
の
都
市
部
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、

県
レ
ベ
ル
以
下
の
農
村
基
層
部
に
つ
い
て
は
、
高
級
レ
ベ
ル
の
衛
生
従
事
者
の
う
ち
わ
ず
か
一
○
％
、
中
級
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
も
二

七
％
が
配
属
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
当
年
の
年
間
衛
生
事
業
費
九
億
三
○
○
○
万
元
の
う
ち
、
全
体
の
三
○
％
に
あ
た
る
二
億
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八
千
万
元
が
、
八
三
○
万
人
に
す
ぎ
な
い
都
市
住
民
向
け
の
公
費
医
療
用
と
し
て
割
当
て
ら
れ
、
そ
の
一
人
当
り
費
用
は
約
三
三
・
七

元
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
約
五
億
の
農
民
に
つ
い
て
割
り
当
て
ら
れ
る
費
用
は
全
体
の
二
七
％
の
二
億
五
○
○
○
万
元
で
、
一
人
当

（
抑
）

た
り
費
用
は
○
・
五
元
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ま
た
五
○
年
代
以
来
の
中
国
の
医
学
教
育
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
全
日
制
の
医
学
教
育
だ
け
で
な
く
、
成
人
教
育
の
一
環
と
し
て

在
職
の
衛
生
従
事
者
に
対
し
て
行
わ
れ
た
養
成
訓
練
が
注
目
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
は
だ
し
の
医
者
」
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
在
職

訓
練
の
流
れ
の
上
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
○
～
一
九
六
○
年
代
は
、
医
療
分
野
の
人
的
資
源
が
量
的
に
不
足
し
た
だ
け
で
な

く
、
医
学
教
育
や
専
門
的
な
養
成
訓
練
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
質
的
に
問
題
を
抱
え
る
衛
生
業
務
の
従
事
者
が
多
か
っ
た
。
他
方
で
、

政
府
と
し
て
は
国
家
建
設
の
う
え
で
、
医
療
だ
け
で
な
く
、
防
疫
、
保
健
の
領
域
に
お
い
て
各
衛
生
部
門
を
機
能
さ
せ
て
ゆ
く
た
め
に

も
、
衛
生
業
務
の
在
職
者
の
衛
生
技
術
及
び
業
務
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
座
の
緊
急
課
題
と
し
て

必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
現
場
で
実
践
の
中
核
と
な
り
、
か
つ
数
の
多
い
中
級
レ
ベ
ル
に
対
す
る
職
業
技
術
訓
練
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
解
放
以
前
に
お
い
て
中
国
の
医
学
教
育
事
業
は
基
盤
が
薄
弱
で
あ
り
、
各
種
の
医
学
教
育
機
関
が
存
在
し
た
も
の
の
、

そ
の
大
部
分
の
教
師
陣
、
教
学
設
備
は
薄
弱
で
規
模
も
小
さ
く
、
体
系
化
さ
れ
た
医
学
教
育
が
全
国
に
普
及
し
て
ゆ
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
高
等
教
育
機
関
は
沿
海
部
の
大
都
市
に
集
中
し
、
辺
境
地
や
内
陸
部
に
は
、
学
校
ば
か

り
か
正
規
に
養
成
さ
れ
た
高
等
レ
ベ
ル
の
医
療
技
術
者
さ
え
も
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
解
放
以
前
は
、
医
学
教
育
機
関

の
多
く
は
欧
米
諸
国
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
影
響
を
受
け
、
諸
外
国
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
材
を
独
自
に
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
中
国
と
し
て
全
国
的
に
統
一
ざ
れ
規
範
化
さ
れ
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
存
在
せ
ず
、
国
情
に
応
じ
た
医
療
技
術
者

の
養
成
も
困
難
を
極
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
が
あ
っ
た
た
め
、
当
時
の
中
国
の
五
・
四
億
人
の
衛
生
の
需
要
に
対
し

て
、
医
療
人
材
の
養
成
が
急
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
当
時
、
全
国
で
は
衛
生
技
術
者
は
約
五
四
万
人
し
か
お
ら
ず
、
そ
の
う
ち
、

正
規
の
高
等
医
学
教
育
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
た
医
師
は
三
・
八
万
人
、
中
級
の
衛
生
技
術
者
は
約
十
万
人
に
す
ぎ
ず
、
残
り
四
○
万
人
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（
１
）
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
定
義

上
述
し
た
よ
う
に
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
誕
生
に
は
二
つ
の
歴
史
的
背
景
が
あ
っ
た
。
第
一
に
合
作
化
か
ら
人
民
公
社
化
へ
と
至
る

農
村
社
会
の
変
遷
で
あ
り
、
第
二
に
中
国
に
お
け
る
医
学
教
育
界
に
お
け
る
在
職
教
育
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
を
ふ
ま

え
る
と
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
よ
う
。

｛
別
）

は
徒
弟
や
家
伝
に
よ
る
中
医
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
衛
生
技
術
者
層
は
薄
弱
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
医
療
技
術
者
の
数
の
少
な
さ
に
加
え
、
当
時
、
正
規
の
教
育
を
受
け
た
者
の
多
く
は
、
建
国
前
の
革
命
根
拠
地
や
解
放
区
の

軍
隊
衛
生
学
校
（
「
工
農
紅
軍
衛
生
学
校
」
）
の
出
身
者
で
あ
る
こ
と
も
、
再
訓
練
の
必
要
性
を
高
め
て
い
た
。
建
国
後
、
こ
う
し
た
軍

隊
衛
生
学
校
は
、
医
科
大
学
へ
と
昇
格
し
て
い
っ
た
が
、
一
九
五
○
年
代
の
初
頭
に
あ
た
っ
て
は
、
教
学
環
境
は
依
然
と
し
て
劣
悪
で

｛
犯
｝

あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
数
ヶ
月
か
ら
二
年
と
様
々
な
短
期
学
制
を
採
用
し
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
は
、
軍
隊
医
療
衛
生
部
門
か
ら
地

方
の
衛
生
部
門
へ
と
転
職
し
た
者
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
文
化
レ
ベ
ル
は
低
く
、
医
学
知
識
が
甚
だ
し
く
不
足
し
て
い
た
。
衛
生
部
門

は
そ
う
し
た
退
職
軍
人
や
青
年
に
対
し
数
ヶ
月
の
専
門
訓
練
を
受
け
さ
せ
た
後
、
衛
生
業
務
に
配
属
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
た

（
調
）

め
、
高
等
医
学
校
で
は
彼
ら
の
た
め
に
研
修
班
や
幹
部
の
た
め
の
専
門
研
修
班
が
数
多
く
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
正
規
の
医
学

教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
学
齢
期
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
当
時
の
多
く
の
衛
生
従
事
者
に
対
し
て
、
五
○
年
代
を
通
じ
て
彼
ら
を
対
象
と
し

て
、
中
等
レ
ベ
ル
及
び
高
等
レ
ベ
ル
の
専
門
技
能
へ
と
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
成
人
教
育
が
、
中
国
全
体
と
し
て
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
国
の
衛
生
界
全
体
で
見
ら
れ
た
在
職
訓
練
の
普
遍
性
も
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
を
生
み
出
す
思
想

的
背
景
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
か
ら
村
医
へ
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作
用
を
も
た
ら
し
た
。

”
中
国
農
村
の
人
民
公
社
の
生
産
大
隊
・
小
隊
に
お
け
る
「
半
農
半
医
」
の
衛
生
員
を
基
礎
に
、
正
規
の
医
学
教
育
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
短
期
促
成
で
養
成
さ
れ
た
村
の
医
療
従
事
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
初
級
レ
ベ
ル
の
衛
生
知
識
と
技
能
を
有
し
、
農
業
労
働
生
産
の

か
た
わ
ら
、
衛
生
業
務
に
従
事
し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
中
心
と
し
て
、
農
民
の
健
康
維
持
と
農
業
生
産
の
発
展
に
積
極
的
な

「
は
だ
し
の
医
者
」
の
文
化
レ
ベ
ル
と
し
て
は
、
初
等
教
育
レ
ベ
ル
が
多
く
を
占
め
、
一
部
中
等
教
育
レ
ベ
ル
が
存
在
し
た
。
彼
ら
は

村
で
は
医
者
と
し
て
衛
生
を
農
民
に
普
及
す
る
な
ど
、
教
育
指
導
的
な
役
割
を
担
う
知
識
分
子
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
「
は
だ
し
の
医

（
訓
）

者
」
の
大
半
が
村
か
ら
推
薦
さ
れ
養
成
訓
練
を
受
け
た
た
め
、
選
抜
基
準
と
し
て
は
、
政
治
思
想
が
良
く
出
身
が
良
い
青
年
と
い
っ
た

政
治
的
基
盤
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

養
成
訓
練
に
つ
い
て
は
、
医
学
学
校
に
お
い
て
で
は
な
く
、
地
元
の
県
医
院
や
郷
鎮
衛
生
院
の
各
科
の
医
者
の
指
導
に
よ
る
も
の
が

主
と
さ
れ
、
そ
の
内
容
も
座
学
に
よ
る
理
論
学
習
は
少
な
く
、
実
技
の
習
得
を
中
心
と
し
て
い
た
。
特
に
訓
練
内
容
も
、
農
民
が
日
常

（
お
）

的
に
遭
遇
す
る
疾
病
（
常
見
病
）
に
対
応
し
た
、
診
断
と
予
防
治
療
の
た
め
の
基
礎
的
な
訓
練
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
訓
練
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
授
方
法
に
つ
い
て
、
全
国
統
一
の
モ
デ
ル
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
特
に
標
準
化
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
村
の
ニ
ー

（
妬
）

ズ
に
見
合
っ
た
項
目
を
訓
練
毎
に
選
定
し
、
習
得
す
る
も
の
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
訓
練
後
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
し
て
業
務
上
提

供
可
能
な
治
療
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
な
予
防
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
、
或
い
は
、
「
医
士
」
が
提
供
す
る
治
療
に
ほ
ぼ
等
し
い
も
の
と
、

（
初
）

そ
の
範
囲
に
も
ば
ら
つ
き
が
存
在
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
後
年
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
が
提
供
す
る
医
療
技
能
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
、
改
善

（
認
）

を
加
え
、
彼
ら
の
再
養
成
を
課
題
と
し
て
浮
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
ゆ
く
。

〈
２
）
「
は
だ
し
の
医
者
」
の
質
的
向
上
と
整
理
化

既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
一
九
六
五
年
の
「
六
・
二
六
指
示
」
で
は
、
農
村
医
療
水
準
向
上
の
た
め
の
抜
本
的
対
策
と
し
て
、
現
場

を
担
う
中
核
と
し
て
の
「
は
だ
し
の
医
者
」
を
大
量
に
養
成
す
る
こ
と
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
「
は
だ
し
の
医
者
」
に
対
し
て
、
彼
ら
が
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表41975年から1978年における「はだしの医者」の普及状況

586

省名･年度

総人口数

(千人）

農業人口数

(千人）

はだしの

医者数

(人）

全村における

合作医療

実施率(％）

農民千人あた

りのはだしの

医者数(人）

農民千人あた

りのはだしの

医者数(人）

河北(1976）

山東(1978）

湖北(1976)

安徽(1976)

江蘇(1978)

断江(1975)

広西(1975)

映西(1978)

青海(1976)

四川(1976）

貴州(1975)

49,430

71,600

44,667

45,580

58,343

36,144

32,010

27,790

3,465

69,659

25,309

44,380

65,330

38,247

40,780

51,062

31,972

28,780

23,719

2,637

62,233

22,400

138,860

190,MI

84,613

35,755

77,910

64,000

38,295

74,612

8,926

191,671

22,323

96.9

80.3

98.8

94.5

99.1

44.9

98.2

91.1

98.7

90.1

64.1

１
９
２
８
５
０
３
１
４
１
９

■
●
●
●
■
Ｃ
■
■
■
■
凸

３
２
２
０
１
２
１
３
３
３
０

８
８
８
６
３
４
０

２
２
２
１
２
３
３

５
８
４

ワ
』
ワ
竺
司
１

各地方志(1975-1978)を参照作成｡､データ不詳。

合
作
医
療
と
い
う
自
力
更
生
型
の
農
村
衛
生
事
業
を
機
能
化
さ
せ
、
三
級

医
療
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
農
村
基
層
部
と
上
級
行
政
と
の
衛
生
活

動
の
連
携
と
協
力
の
シ
ス
テ
ム
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
中
国
全
農
村
で
の
「
は
だ
し
の
医
者
」
の

養
成
は
、
例
え
ば
表
４
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
七
○
年
代
に
入
る
と

（
鋤
）

一
層
の
隆
盛
を
き
わ
め
て
ゆ
く
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
文
化
大
革
命
時
期
中
に
大
量
に
養
成
さ
れ
た

「
は
だ
し
の
医
者
」
で
は
あ
っ
た
が
、
本
論
の
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
改

革
・
開
放
政
策
が
開
始
さ
れ
る
と
、
正
式
の
制
度
か
ら
は
姿
を
消
し
て
行

っ
た
。
他
方
で
姿
を
消
し
た
と
言
え
、
既
に
彼
ら
は
農
村
医
療
の
中
核
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
再
訓
練
に
よ
る
再
生
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
背
景
に
は
、
改
革
開
放
政
策
下
、
人
民
公
社
が
崩
壊
し
、
農
村
経
済
に

市
場
原
理
が
導
入
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
っ
た
農
村
社
会
の
急
速
な
変
化
が
あ

っ
た
。
農
村
の
生
産
所
有
制
は
従
来
の
集
団
所
有
か
ら
個
人
所
有
へ
と
転

換
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
つ
い
て
も
、
村
人
た

ち
は
集
団
と
し
て
で
は
な
く
、
個
人
ベ
ー
ス
で
担
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
。
農
村
の
合
作
医
療
を
支
え
て
い
た
人
民
公
社
が
消
滅
し

た
こ
と
が
、
合
作
医
療
か
ら
収
入
を
受
け
て
い
た
「
は
だ
し
の
医
者
」
た

ち
の
経
済
基
盤
を
奪
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
各
村
が
自
力
更
生
に
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よ
っ
て
衛
生
水
準
の
向
上
を
画
り
、
村
に
お
い
て
住
民
ベ
ー
ス
に
よ
る
適
正
医
療
の
供
給
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
さ
ら

に
は
、
条
件
の
整
う
地
域
に
お
い
て
は
人
民
公
社
の
存
在
を
前
提
と
し
な
い
新
た
な
合
作
医
療
の
再
建
が
目
指
き
れ
た
。
そ
れ
と
同
時

に
「
は
だ
し
の
医
者
」
と
し
て
養
成
さ
れ
て
き
た
郷
村
医
に
対
し
て
は
、
合
作
医
療
が
な
く
て
も
自
立
で
き
る
よ
う
に
再
養
成
訓
練
が

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
、
中
央
政
府
は
、
訓
練
教
育
を
与
え
る
こ
と
で
従
来
か
ら
の
課
題
と
さ
れ
て
い
た

（
川
）

（
Ⅱ
）

「
は
だ
し
の
医
者
」
医
療
技
能
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
彼
ら
に
中
等
医
学
レ
ベ
ル
の
技
能
を
得
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し

て
、
資
格
試
験
を
取
り
入
れ
、
合
格
者
に
は
「
郷
村
医
生
」
を
、
不
合
格
者
に
は
「
衛
生
員
」
を
称
さ
せ
、
今
後
は
「
は
だ
し
の
医
者
」

と
い
う
名
称
は
使
用
禁
止
と
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
「
衛
生
員
」
に
は
個
人
開
業
を
許
可
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
一
九
八
○
年
代
以

降
、
こ
の
よ
う
な
再
養
成
訓
練
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
「
は
だ
し
の
医
者
」
は
名
称
だ
け
で
な
く
、
存
在
自
体
が
徐
々
に
淘
汰
さ
れ
て

ゆ
く
こ
と
と
さ
れ
た
。

態
の
把
握
、
実
際
の
医
療
水
蛙

つ
い
て
は
別
項
で
論
じ
た
い
。

中
国
の
農
村
社
会
の
変
遷
と
と
も
に
、
そ
の
名
称
を
変
え
な
が
ら
も
「
は
だ
し
の
医
者
」
は
一
貫
し
て
存
在
し
続
け
て
き
た
。
こ
の

農
村
基
層
部
の
医
療
従
事
者
で
あ
る
が
、
近
年
の
在
職
教
育
は
、
再
養
成
訓
練
を
通
じ
て
農
村
に
お
け
る
医
業
の
専
門
職
化
と
質
的
向

上
を
目
指
す
一
方
、
彼
ら
の
整
理
化
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
を
見
る
限
り
、
専
門
職
化
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
当

初
の
計
画
が
期
待
し
た
成
果
と
は
乖
離
し
て
い
る
。
農
村
基
層
部
の
医
療
従
事
者
に
対
す
る
在
職
教
育
訓
練
は
、
合
作
医
療
の
崩
壊
、

医
療
の
商
品
化
の
浸
透
と
い
っ
た
現
在
の
医
療
現
場
の
実
情
に
必
ず
し
も
即
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
修
正
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
課
題
を
探
究
す
る
た
め
に
は
、
旧
来
の
郷
村
医
二
は
だ
し
の
医
者
」
）
養
成
訓
練
内
容
及
び
衛
生
業
務
の
実

態
の
把
握
、
実
際
の
医
療
水
準
の
確
定
、
そ
し
て
現
在
の
在
職
訓
練
の
あ
り
よ
う
を
検
討
す
る
作
業
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に

お
わ
り
に
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文
献
・
注

（
皿
）
一
九
五
二
年
一
月
に
毛
沢
東
の
呼
び
か
け
で
開
始
さ
れ
た
全
国
規
模
の
大
衆
的
な
衛
生
運
動
。
朝
鮮
戦
争
時
に
発
生
し
た
細
菌
戦
に
対
し
、

群
集
に
対
す
る
衛
生
知
識
の
宣
伝
と
教
育
の
普
及
を
中
心
に
防
疫
を
強
化
し
、
伝
染
病
の
予
防
を
図
る
た
め
に
っ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
中

国
全
て
の
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
に
愛
国
衛
生
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
下
部
機
構
が
組
織
化
さ
れ
、
社
会
の
各
階
層
や
大
衆
の
参
加
を
呼
び
か

け
、
中
国
独
自
の
衛
生
工
作
方
式
を
執
っ
て
い
る
。
衛
生
知
識
の
普
及
及
び
健
康
教
育
の
展
開
、
大
衆
の
労
働
・
生
活
環
境
の
改
善
を
行
い
、

（
、
）
前
掲
書
（
４
）
、
一
五
四
頁

（
４
）
黄
永
昌
編
「
中
国
衛
生
国
情
」
二
一
四
～
二
二
九
頁
、
上
海
医
科
大
学
出
版
社
、
上
海
、
一
九
九
四

（
５
）
黄
螢
「
郷
村
医
生
的
演
変
与
基
層
農
村
医
療
衛
生
服
務
的
研
究
」
、
張
開
寧
主
編
「
従
赤
脚
医
生
到
郷
村
医
生
」
、
三
五
二
～
三
五
三
頁

（
６
）
軍
墜
８
．
雲
。
．
”
弓
『
ｇ
爵
）
冒
目
目
ｇ
ａ
壺
閣
言
。
胃
①
旨
○
巨
目
、
弓
扁
ｚ
①
君
国
侭
両
目
盲
目
目
巴
呉
巨
巴
冨
扁
．
臼
（
）
（
辰
）
込
罵
‐
Ｂ
●
ご
霞

（
７
）
匡
Ｐ
Ｋ
Ｆ
，
函
の
旨
ｐ
君
○
・
四
国
Ｑ
同
ぬ
い
苛
め
８
Ｐ
【
患
固
Ｐ
Ｅ
ご
言
壹
の
巴
号
壁
邑
・
茸
①
巴
ｇ
ｏ
煙
『
①
‐
吾
①
○
彦
言
①
の
①
①
浜
口
⑦
国
臼
旨
①
．
の
Ｃ
Ｑ
巴
の
ｇ
①
目
ら
①
閏
己

三
⑦
島
の
言
ゆ
お
』
篭
や
国
認
．
ｇ
ｇ

（
８
）
前
掲
書
（
４
）
、
一
五
一
～
一
五
六
頁

（
９
）
察
景
峰
主
編
「
中
国
医
学
通
史
（
現
代
巻
匡
（
第
一
節
）
一
～
四
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
九

（
２
）
温
、
前
掲
論
文

（
３
）
ｚ
①
君
》
も
【
・
画
冒

昌
つ
い
Ｉ
』
』
い
、
』
ｃ
『
餌
．

（
１
）
「
半
農
半
医
」
と
は
、
半
分
農
民
で
あ
り
、
半
分
医
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
小
学
・
中
学
卒
業
レ
ベ
ル
の
政
治
思
想
が
良
く
、
心
身

が
健
康
で
労
働
に
熱
心
で
あ
り
、
か
つ
貧
し
い
青
年
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
衛
生
工
作
に
熱
心
で
あ
り
、
村
よ
り
選
抜
さ
れ
た
衛
生
従
事
者

（
衛
生
員
・
接
生
員
に
代
表
さ
れ
る
）
。
村
の
批
准
を
経
て
、
衛
生
技
術
の
養
成
訓
練
を
受
け
た
が
、
訓
練
に
つ
い
て
、
農
閑
期
に
村
か
ら
集
中

訓
練
を
受
け
に
行
き
、
農
繁
期
に
は
村
へ
戻
り
農
作
業
と
学
習
を
行
う
と
い
っ
た
方
法
に
よ
り
、
基
本
的
に
は
農
業
生
産
を
主
と
し
た
衛
生
活

動
を
行
っ
た
。
一
～
二
年
の
訓
練
で
農
村
の
一
般
的
に
よ
く
起
こ
る
疾
病
に
つ
い
て
は
予
防
と
治
療
が
可
能
で
あ
っ
た
。
（
温
益
群
「
対
中
国

赤
脚
医
生
有
関
歴
史
片
断
的
回
顧
与
評
述
」
張
開
寧
主
編
『
従
赤
脚
医
生
到
郷
村
医
生
」
一
七
頁
雲
南
人
民
出
版
社
、
昆
明
、
二
○
○
二
）

（
２
）
温
、
前
掲
論
文
（
１
）
、
一
五
～
二
五
頁

（
３
）
ｚ
①
君
》
も
【
．
四
目
ｚ
①
君
ゞ
三
Ｆ
蝿
困
８
－
ｇ
ｏ
胃
①
冒
昌
①
浮
○
亘
似
の
詞
ｇ
巨
三
月
旦
○
宮
目
‐
目
胃
国
胃
の
ざ
ｇ
ｐ
Ｃ
ｇ
９
ゞ
冒
口
昌
昌
（
い
匡
巨
．
）
届
辛
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大
衆
の
健
康
と
生
活
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
。
活
動
の
、
王
な
内
容
項
目
は
、
改
水
・
改
廊
（
水
の
衛
生
と
水
質
管
理
及
び
ト
イ
レ
衛
生
と

管
理
）
、
四
害
（
四
種
の
有
害
生
物
の
駆
除
と
伝
染
病
予
防
）
、
公
共
施
設
の
衛
生
管
理
（
ゴ
ミ
、
糞
尿
処
理
と
管
理
、
環
境
美
化
）
、
と
さ
れ

て
い
る
。
（
陳
良
理
主
編
『
中
国
社
会
工
作
百
科
全
書
」
二
～
三
頁
、
中
国
社
会
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
四
よ
り
）

（
皿
）
一
九
五
六
年
に
戸
籍
法
と
し
て
公
布
さ
れ
て
い
る
。
全
国
民
に
対
し
戸
籍
登
録
を
義
務
付
け
る
こ
と
で
、
人
々
の
生
活
・
行
動
は
厳
重
に
監
視

し
管
理
さ
れ
る
ｃ
全
国
民
は
農
業
戸
籍
（
農
村
戸
籍
者
に
適
用
）
、
非
農
業
戸
籍
（
都
市
戸
籍
者
に
適
用
）
と
二
分
化
さ
れ
た
戸
籍
の
ス
テ
ー
タ

ス
に
分
類
き
れ
、
登
記
さ
れ
て
い
る
心
こ
の
戸
籍
ス
テ
ー
タ
ス
が
、
各
人
に
与
え
ら
れ
る
職
業
と
社
会
的
保
障
の
レ
ベ
ル
を
象
徴
し
て
い
る
た
め
、

社
会
的
身
分
を
表
し
て
い
る
。
（
若
林
敬
子
『
中
国
の
人
口
問
題
と
社
会
変
動
」
二
五
～
一
三
八
頁
、
新
曜
社
、
東
京
、
一
九
九
六
よ
り
）

（
喝
）
前
掲
書
（
９
）
、
六
三
～
六
四
頁

（
Ｍ
）
前
掲
書
（
９
）
、
五
九
１
六
一
頁

（
妬
）
医
療
に
つ
い
て
は
県
医
院
（
県
レ
ベ
ル
）
・
郷
衛
生
院
（
郷
鎮
レ
ベ
ル
）
・
村
衛
生
所
、
保
健
姑
、
衛
生
姑
（
村
レ
ベ
ル
）
。
予
防
に
つ
い
て

は
衛
生
防
疫
姑
（
県
レ
ベ
ル
）
・
郷
衛
生
院
防
疫
組
（
郷
鎮
レ
ベ
ル
）
・
村
衛
生
所
（
室
）
（
村
レ
ベ
ル
）
。
母
子
保
健
に
つ
い
て
は
婦
幼
保
健

所
（
県
レ
ベ
ル
）
・
郷
衛
生
院
婦
幼
保
健
組
（
郷
鎮
レ
ベ
ル
）
・
村
衛
生
所
（
室
）
（
村
レ
ベ
ル
）
。
（
前
掲
書
一
七
一
～
一
七
九
頁
よ
り
）

（
略
）
人
民
公
社
期
に
お
い
て
、
従
来
の
行
政
レ
ベ
ル
の
名
称
が
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
郷
鎮
は
公
社
と
し
て
称
し
、
行
政

村
は
生
産
大
隊
（
大
隊
）
と
し
て
、
ま
た
、
自
然
村
に
つ
い
て
は
生
産
小
隊
（
小
隊
）
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
準
じ
て
、
従
来
の
郷
衛
生
院
は
公

社
衛
生
院
に
、
ま
た
村
衛
生
所
（
室
）
は
大
隊
衛
生
所
（
大
隊
衛
生
室
）
と
称
さ
れ
た
。

（
Ⅳ
）
前
掲
書
（
４
）
、
一
二
六
頁

（
釦
）
前
掲
書
（
４
）
、
一
二
五
～

（
別
）
前
掲
書
（
４
）
、
一
二
七
頁

（
魂
）
彼
ら
が
提
供
し
た
衛
生
サ
ー

（
喝
）
前
掲
書
（
４
）
、
二
一
六
頁

（
岨
）
前
掲
書
（
４
）
、
一
三
三
１
一
五
○
頁

（
犯
）
前
掲
書
（
４
）
、
一
二
五
～
一
二
七
頁

彼
ら
が
提
供
し
た
衛
生
サ
ー
ビ
ス
は
農
村
に
お
け
る
、
集
団
所
有
の
原
則
に
お
い
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。
村
で
郷
医
者
と
し
て
医
業
を
行
っ

て
も
、
社
会
的
身
分
は
農
民
で
あ
る
た
め
、
村
医
と
し
て
の
個
人
レ
ベ
ル
の
労
働
報
酬
を
現
金
と
い
う
形
で
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
農
民
と
同
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（
認
）
部
鉄
涛
主
編
「
中
国
医
学
通
史
（
近
代
巻
こ
（
第
七
節
）
六
一
四
～
六
一
八
頁
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京

（
調
）
前
掲
書
（
９
）
、
八
五
～
九
二
頁

（
謎
）
こ
こ
で
は
主
に
、
中
農
、
若
し
く
は
貧
農
の
子
女
を
指
す
。
一
九
五
○
年
八
月
「
農
村
に
お
け
る
階
級
の
画
定
に
関
す
る
決
議
」
に
よ
り
、

中
国
農
村
人
口
は
、
当
時
の
生
産
手
段
の
所
有
状
況
に
応
じ
て
、
地
主
・
富
農
・
中
農
・
貧
農
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
降
、
当
該

分
類
は
一
九
七
八
年
の
改
革
開
放
政
策
の
導
入
ま
で
「
出
身
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
人
々
の
政
治
的
権
利
を
規
定
し
続
け
た
。

（
妬
）
診
察
基
礎
知
識
、
臨
床
基
礎
知
識
、
鍼
灸
、
予
防
接
種
、
薬
物
基
礎
知
識
、
常
見
病
及
び
伝
染
病
・
寄
生
虫
病
の
診
断
予
防
と
治
療
な
ど

（
調
）
ｚ
①
君
．
、
【
・
輔
壺
⑦
巴
吾
○
四
『
①
冒
弓
の
勺
の
○
豆
①
・
の
詞
①
口
匡
三
門
具
○
三
国
画
‐
弓
ロ
①
画
胃
里
Ｏ
ｇ
ｐ
Ｃ
ｎ
ｇ
『
・
冒
口
昌
昌
（
の
匡
亘
．
）
．
届
“
ぢ
ぃ
旨
輿
」
笥
切

（
釦
）
温
益
群
「
”
中
国
赤
脚
医
生
“

（
副
）
前
掲
書
（
４
）
、
三
二
三
頁

（
調
）
め
己
里
．
く
君
．
当

（
い
《
）
》
］
い
④
い
‐
］
い
つ
・
っ

じ
よ
う
に
労
働
点
数
に
よ
っ
て
報
酬
が
分
配
さ
れ
た
。
当
時
の
社
会
的
資
源
の
集
団
所
有
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
郷
村
医
の
衛
生
活
動
及
び

必
要
な
衛
生
資
源
は
村
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
郷
村
医
の
養
成
に
つ
い
て
も
、
村
に
お
け
る
農
業
労
働
生
産
の
一
部
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。

（
陸
学
芸
「
内
発
的
村
庄
』
三
四
六
～
三
九
一
頁
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
北
京
、
二
○
○
一
よ
り
）

（
鱈
）
王
希
孟
編
（
上
海
衛
生
工
作
叢
書
編
集
委
員
会
）
「
上
海
衛
生
』
四
八
三
～
四
九
七
頁
、
上
海
科
学
技
術
出
版
社
、
上
海
、
一
九
八
六

（
別
）
温
、
前
掲
論
文
（
１
）
、
一
七
‐
～
一
九
頁

（
妬
）
前
掲
書
（
９
）
、
八
五
～
九
二
頁

（
恥
）
前
掲
書
（
４
）
、
三
三
○
～
三
三
一
頁

（
”
）
堕
号
一
．
く
君
．
為
①
丘
め
胃
例
鼬
邑
震
壁
号
胃
易
ヨ
・
‐
号
①
８
行
四
目
胃
画
旨
ヨ
”
ｏ
宮
胃
貯
匡
普
曾
旨
昌
⑦
ご
朋
戸
目
胃
之
①
君
国
侭
冒
己
］
○
月
【
里

○
局
夛
昌
の
Ｑ
一
局
］
ロ
の
画
司
“
恥
④
い
』
’
＠
四
℃
や
］
＠
つ
⑭

（
詔
）
盟
号
一
．
く
君
．
釦
の
◎
ョ
①
○
房
①
局
く
昌
冒
ロ
呉
ｇ
①
扁
巴
昌
砂
①
『
ぐ
肩
①
の
ヨ
ラ
の
勺
の
。
且
位
い
詞
の
己
匡
宮
ら
ａ
○
三
口
四
．
冒
扁
目
呉
５
口
煙
こ
○
匡
目
里
具
函
の
巴
言

い
の
Ｒ
く
門
①
助
国
（
い
）
酔
い
“
ｍ
‐
い
や
印
』
④
剖
悼

（
調
）
め
己
里
．
く
君
．
“
弓
胃
国
胃
瓜
ｏ
２
ｐ
Ｒ
ｇ
易
○
寓
言
界
８
－
爵
需
冒
三
門
具
○
三
国
蝉
弓
馬
ｚ
①
乏
両
眉
冨
且
旨
匡
昌
巴
呉
冨
の
昌
局
旨
の
出
誤

』
や
『
酌

産
生
和
存
在
的
社
会
文
化
原
因
分
析
」
、
前
掲
害
（
１
）
、
三
一
三
～
三
二
三
頁
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（
師
）
君
四
局
．
く
Ｆ
均
邑
己
侭
◎
寓
言
画
閏
⑦
ざ
ｇ
ｏ
ｇ
ｇ
筋
旨
吾
①
界
８
歳
切
需
冒
冨
ｏ
ｇ
ｇ
旨
画
‐
即
○
日
印
の
く
ｇ
ｇ
ｐ
８
ｏ
匡
国
号
の
艀
『
急
８

［
国
扁
局
冒
胃
さ
邑
巴
］
Ｃ
巨
『
己
巴
旦
エ
の
煙
一
言
ご
ｍ
の
同
く
言
①
砂
．
切
酋
）
や
心
『
印
‐
心
的
陣
」
、
ざ
印

（
犯
）
詞
○
め
曾
吾
巴
ゞ
二
三
詮
三
．
鳥
目
冒
昌
○
邑
煙
己
国
の
農
胃
胃
①
冒
号
の
忍
呂
寂
の
房
口
号
胃
旦
○
三
国
煙
‐
弓
胃
屏
吋
５
・
昌
弓
目
ロ
切
言
○
Ｐ
弓
胃

旨
昌
邑
里
旦
巨
＆
言
堅
甲
冑
胃
の
９
口
三
目
農
①
日
①
昌
画
＠
曲
Ｓ
山
国
弓
亀

弱
）
醇
正
興
主
編
（
地
方
志
編
募
委
員
会
）
『
江
蘇
省
志
（
衛
生
志
匡
八
六
～
九
九
頁
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
南
京
、
一
九
九
九

陳
輝
主
編
（
地
方
志
編
募
委
員
会
）
『
湖
北
省
志
（
衛
生
志
こ
八
九
六
～
八
九
七
頁
、
湖
北
人
民
出
版
社
、
慨
順
、
二
○
○
○

周
維
海
主
編
（
地
方
志
編
募
委
員
会
）
「
安
徽
省
志
（
衛
生
志
こ
四
七
一
～
四
七
三
頁
、
安
徽
人
民
出
版
社
、
合
肥
、
一
九
九
六

魯
希
謙
主
編
（
地
方
志
編
纂
委
員
会
）
「
険
西
省
志
（
衛
生
志
）
」
五
九
二
～
五
九
七
頁
、
険
西
人
民
出
版
社
、
西
安
、
一
九
九
六

張
耽
石
主
編
（
地
方
志
編
募
委
員
会
）
二
目
海
省
志
（
衛
生
志
こ
二
五
～
二
八
頁
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
九
九

張
青
林
主
編
（
地
方
志
編
募
委
員
会
）
『
山
東
省
志
（
衛
生
志
）
」
三
八
～
四
一
頁
、
山
東
人
民
出
版
社
、
冑
島
、
一
九
九
五

趙
学
成
主
編
（
地
方
志
編
蟇
委
員
会
）
「
河
北
省
志
（
衛
生
志
こ
六
七
～
六
八
頁
、
四
一
四
四
頁
、
中
華
書
局
、
北
京
、
一
九
九
五

当
代
中
国
叢
書
編
纂
委
員
会
編
「
当
代
中
国
的
湘
江
』
（
第
五
編
）
一
六
○
～
一
六
一
頁
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
八

当
代
中
国
叢
書
編
幕
委
員
会
編
『
当
代
中
国
的
析
江
』
（
第
五
編
）
一
六
○
～
一
六
一
頁
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
八

当
代
中
国
叢
書
編
蟇
委
員
会
編
「
当
代
中
国
的
貴
州
』
（
第
三
編
）
一
○
四
～
一
○
六
頁
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
九

当
代
中
国
叢
書
編
蟇
委
員
会
編
「
当
代
中
国
的
江
蘇
』
（
第
三
編
）
二
○
八
～
二
○
○
頁
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
九

当
代
中
国
叢
書
編
纂
委
員
会
編
『
当
代
中
国
的
四
川
』
（
第
五
編
）
五
○
○
～
五
○
三
頁
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
○

当
代
中
国
叢
書
編
幕
委
員
会
編
「
当
代
中
国
的
江
西
」
（
第
五
編
）
九
八
～
一
○
一
頁
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
一

当
代
中
国
叢
書
編
纂
委
員
会
編
『
当
代
中
国
的
広
西
」
（
第
五
編
）
二
四
七
～
二
四
頁
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
二

（
鉛
）
詞
○
の
⑦
昌
冨
一
．
三
三
．
四
己
の
『
の
旨
①
吋
局
．
”
弓
富
国
胃
①
ざ
ｇ
ｐ
ｏ
ｇ
ｏ
Ｈ
ゅ
具
○
三
目
“
印
○
日
酉
言
８
－
９
の
目
○
国
ｇ
卑
○
許
幽
○
愚
冒
豊
○
口
ゞ

エ
昌
邑
四
口
○
局
四
四
己
薗
呉
５
国
．
心
］
（
ｅ
岬
単
い
つ
山
』
］
．
こ
“
い

（
狐
）
【
。
且
画
Ｐ
］
両
ゞ
西
冒
回
巨
．
ン
詞
．
勺
蝕
鼻
の
【
詞
Ｆ
、
輿
異
や
弓
ゴ
①
国
胃
①
き
○
芹
ロ
○
ｇ
ｏ
門
‐
め
す
四
国
胆
。
③
一
○
○
巨
冒
ご
詞
①
く
堕
弓
Ｑ
，
ン
日
①
吋
一
の
四
口
］
○
ロ
『
ロ
煙
一
旦

勺
匡
二
言
虫
①
堅
〔
戸
『
ｍ
お
）
》
『
。
⑭
勺
『
Ｐ
』
や
⑭
印
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TomodernizehealthcareinChina,muchemphasisiscurrentlybeingputonthein-service

trainingfOrtheremaininggroupofitsmedicalparaprofessionalsknownasthe"barefOotdoc-

tor3.Theyhavefunctioneddifferentlyfromtheconventionalprofessionalphysicians・Thev

werefarmers,yettheytookcareoftheprimaryhealthcareneedsintheircommuneseven

withoutpropermedicaleducation.Themannerinwhichtheytrainedandpracticedtheirpro-

fessionasbarefbotdoctorswasauniquemodalityofChina'shealthcaresystemduringthe
CulturalRevolution.

Whentherevolutionended,theeconomicrefOrmsplacedthebarefootdoctorsinabadlight.

Theywerenegativelyperceivedandtheircredibilityashealthcareworkerscontinuedtobe

amajorhealthmanagementissuesincethebarefOotdoctorsreflectedthestrongidealsofthe

revolution.Despitethiscriticismfromcentralgovernmentandthegeneralpublic,theirpro-

fessionalgrowthhasbeenencouragedbecauseoftheinsufficiencyoflocalphysicianswhocan

provideappropriatehealthcarefOrtheruralpeasants.

Thisstudydescribestheirhistoricalevolutionintheparaprofessionalmedicalmanpower

developmentofChina,toexplorefurtherdirectionsofprimaryhealthcareincontemporary
China.


